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1．はじめに

　カナダは これまで に PISA
．
調査の 学習套撻渡におい

て
一
高水準を 示 して お り，アル バータ州は伺調査で 常1こ国

内トッ プめ成績を上げてい る。 本発表では カナダの 前

期中等稗学教隷こ関して，ア ノしバ ータ州を取り上げ そ

の特色につ い て明らが こす
1
る。分析に際して は ア ル バ

ー
タ州の前期ヰ噺 斗学カリキ ュ ラム （第7へ9 学年）と

同学年の科学教科書   社）を用いた、

2．アル ノ← タ州の前期中等教育段階の科学カリキュ

　ラムの分析

　カナダは 教匍こ関して完全な地方白
’tblp　i［1で あるもの

の
， 全国的な教高活動の 調整に当たる機関として，カナ

ダ教育閣辮茘議会 似 F，GMEC ）が存在する。（】MEC

は 1997年 陶艦 から第 12 学年までの稗学の 学習

成果に関する共通フ レ
ーム ワ

ー
ク」 （以下 共通 フ レ

ー

ム ワーク）を策定しん しか し，この 文書には法約拘束

力はなく， 名州は これを参考にしながら，小ト触 自の 科学

カリキ ュ ラム をf械 する。 アル バータ州の 前期中等教育
』

軅 隊 カ リキュ ラム の 理念減 生徒が科学的リテ ラ

シ
ー

を発達させ る機会を持つ とい う展望によっ て導か

れて い る。その展望に基 づき，科me で 翔こ付けさせ

る科学的リテラシーを4 つ の 噬礎」から捉えて い る。

これら 4 つ の 「基礎」は 1科学と技術潜士会 ts［［S）」，
1知識」，

「技能1，［態渡｝である。

　 表 1 ア ル バ ー
タ州の科学カ リキ ュ ラ ム の構造

　共通フ レーム ワークと同様に，4 つ の基礎が並列に位

1置1寸け られ 各基礎 うi
’
柑互的｝こ結び つ い て い る （表 1）。

また 各学璃ま5単元構成 （表2）で あり，各単元に は

先述の 4 つ の 「基礎］に基づいて ， 生徒の 具体的な戒果

が明示されa ・る。

　　　 表 2 第 7〜9学年 の 学習単元表

単ヴ藍　　　　　　第7学年　　　　　　　　　第8学年　　　　　　　第9学年

A 棺酬 開 と生態系 物質の 齢 と流れ、 生物多様性

B 鮮 縣 酬蟹 ）ため酬 吻 繝 包とシ ステ ム 物質と化翔 匕

C 熱 と温度 光と光学シス テ ム 環覧r匕学

D 構造 とカ 機誠シ ス テ ム
’
翻 測 と禾三畔技術

E 惑星 ・地球 淡 水系 と海 水系 宇 由探 査

プ ロクラ儼 と原理 斛学的リテラシ 【の膚成

　 基礎1
．一’一一一一一一−圏一一　　墓礎2

罰一一幽一■一耐7置7
　　　 基礎 3
　一

　 基礎4
．匿冒一一一一一一一一一一一

科龍 技術 社会 　　 織
一一一一一一ゴr−一一

　　　　號
闇醒一一一一一鬯一一一冖所屑曜旧醒

　　 驤
一一一置一一一一一一一一h一一一一一一一〒一ρ一一一一一

季 瞠の 本質
・
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・
疑 調を持 つ ことと

・
利学・》 歟

言栖 を立 てること ・相互の 尊厳

・利学と技術 ・物型ド．斗学 ・実 行するこ とと ・君陣 的探究

調 すること 恊 力

・科きと技術の 肚会 ノ†宙繍 瑚学 ・分附
1
ることと ・貢任
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・
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さらに ， 科学カ リキ ュ ラ ム には 「科学の本質にお

ける主眼 点 （科学的探究の 技能に焦点）1，
「科学と

技術にお ける 主眼 点 （問題解決の技能に焦点）」，
「社会的 ・環境的な主眼点 （意思決定の技能に焦

点）」 の 3 っ の 主眼点が明示 され ， 各単元が こ れ

ら 3 っ の主眼点の うちの 1 つ に対応 し て い る。

3．教科書の分析

　2 社の 教科書の 内容は ともに，州 の 科学カ リキ

ュ ラム に明示 された 4 っ の 「基礎」 の 並列関係に

準拠 し，さらに各単元がその 主眼点に基づ き構成

されて い る。各単元には 「探究的活動 ，「開題解

決的活動」，「意思決定的活動」 等の 生徒主体 の 活

動が各章 の 各節 ごとに配置され，単元 の 柔眼点が

焦点 とする技能の 活動が特に多い こ とがわか っ た。
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